
取り組みました。連合三重でも
同日、津駅東口において緊急
街宣行動を行いました。
　𠮷川会長は、「高プロ適用者
は労働基準法上の労働時間規
制から外れてしまう。健康管理
義務はあるが、労働時間管理
義務はなくなってしまう。そう
なると、今まで以上に長時間労
働を助長しかねない」と訴えま
した。
　続いて、連合本部の山本副事務局
長は、「働き方改革法案に労働基準法
の労働時間規制を適用せず、長時間労
働を助長しかねない高プロが盛り込ま
れてしまった。私たちの働く仲間が健
康で安全を確保するためにも、労働組
合がある職場、ない職場ともに高プロ

▲長時間労働を助長しかねない高プロ制度は、
　反対と訴える連合本部山本副事務局長

▲5月29日  連合本部も新橋駅にて緊急街宣を行う ▲6月11日  連合本部の院内集会にて団結ガンバロー

▲全国一斉緊急街宣を行う（左から）伊藤事務局長、𠮷川会長、連合本部の山本副事務局長、金森副会長

　6月29日の参議院本会議において、
働き方改革法案（働き方改革を推進す
るための関連法律の整備に関する法
律案）が可決、成立しました。連合が求
めてきた罰則付きの時間外労働の上
限規制、中小企業における60時間超
の時間外労働の割増賃金率に対する
猶予措置の撤廃、雇用形態間における
不合理な格差の解消に向けた同一労
働同一賃金の法整備などが実現する
一方、定額働かせ放題とも言われ、長
時間労働を助長しかねない「高度プロ
フェッショナル制度（高プロ）」が法案か
ら削除されることなく成立してしまい
ました。
　これを受け、連合は「今こそ働く者の
ための政治を取り戻そう！」をスローガ
ンに、6月29日、全国一斉緊急街宣に

は絶対に入れないという運動に引き続
き取り組み、今後、国や労働政策審議
会などの動向を注視していく」と訴え
ました。
　法案は可決されましたが、その法律
をどう運用していくかは各職場での取
り組みが重要となってきます。そのため

には労使がともに法律を理解
し、協議できる健全な集団的労
使関係の構築が不可欠です。
　連合では今後も、すべての
働く者にとって安心して働き続
けることのできる職場づくりに
向けて、構成組織、地域協議会
が一体となり、取り組みを進め
ます。

今こそ働く者のための政治を取り戻そう！

働き方改革法案
成立を受け
全国一斉
緊急街宣
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